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1. 日時・場所

2. 参 加 者

3. 交 流 相 手

ビデオチャット交流

4. 当日のスケジュール 5. 参加者の様子等

大田区立嶺町小学校
台湾の学校とのビデオチャット交流

① 始まりの挨拶

② 日本側児童、台湾側児童による発表
・日本側児童を２グループに分け、午前と午後の２回実施

③ Q & A セッション及び写真撮影
  
④ 終わりの挨拶

日本側児童は、日本と大田区の地域の特色の紹介や、学校行事や給食、
休み時間の過ごし方、クラブ活動等の学校生活について、それぞれが短
く簡潔な英語で発表した。

台湾側児童は、自己紹介とともに、ペット、好きな食べ物、紹介したい
台湾の場所、趣味等を英語で紹介した。また、午後の交流ではSDGsに
ついて学習したことを発表した。

Q＆Aでは、質問だけではなく、台湾側の質問への回答を希望する児童
たちの手が次々と挙がり、児童たちは対話をとても楽しみながら積極的
に参加していた。

終了後、台湾側からとても良い交流ができたと感想が届き、次回以降の
交流を検討することになった。

日時：2026年１月20日(火）
①10:55～11:40 
②14:20～15:05

場所：大田区立嶺町小学校

大田区立嶺町小学校
６年生 ①60名 ②90名

台湾 南投県
Fukong Elementary School 
５年生 ①23名 ②23名

↑ 台湾側児童の発表の様子 ↓

↑ 日本側児童の発表の様子
← ↓
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